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### ### ###

□ １  直営 ☑ ２　一部委託 □ ３　全部委託 □ ４　補助金 □ ５　負担金

12 年度 ～ 5 年度

一般職員:人日数

技能職員:人日数

臨時職員:人日数

人 件 費 総 額 Ｃ

総 事 業 費 計

72

184,312,434 281,519,294 195,024,800

6,424,8006,400,800 6,652,800

72 72

6,424,800

89,958,741 187,924,800

6,424,800

人件費：人日数　

324 324 312 312 312

36 72

直 接 事 業 費 総 額 Ｂ 177,911,634 274,866,494 188,600,000 83,533,941 181,500,000

2,000,000 2,000,000 1,000,000

一般財源 13,630,326 20,100,000 10,633,941 23,200,000

0 0 0

地方債 69,100,000 245,400,000 166,500,000 70,900,000 157,300,000
財源内訳

国県支出金 98,700,000 0

その他 10,111,634 15,836,168

計 177,911,634 274,866,494 188,600,000

390,500 1,112,000

1,917,852 2,289,000

報酬費 189,000 328,000 1,140,000

83,533,941 181,500,000

事務費 1,875,275 1,814,508 2,561,000

補償費 3,323,635

負担金 92,101,724 137,001,828 22,569,000

31,830,018 68,500,000

28,274,395 49,760,000

17,985,000 14,345,000

18,818,710 30,494,000

工事費 64,620,520 81,458,140 74,000,000

16,147,484 83,500,000

委託費 15,801,480 22,434,000 19,830,000

直接事業費　 単位：円 ３０年度決算 元年度決算 ２年度予算 ２年度決算 ３年度予算

換地処分

L=80ｍ外

建物移転（84件）外立木等 0件 3件 3件 9件 3件

道路築造工（16,702m）
外整地工等

L=696m L=123ｍ外 L=190ｍ外 L=229ｍ外

３ 年 度 計 画

仮換地指定 指定変更等 指定変更等 指定変更等 指定変更等 指定変更等

細事業又は実施内容  A 目標値（年度） ３ ０ 年度 実績 元 年 度 実 績 ２ 年 度 計 画 ２ 年 度 実 績

・区画道路整備　L=16,702m(133,686㎡）
・建物移転　　　　N=　　 84件
・面整備　　　　　 A=      37.3ha

始期・終期

２　事 務 事 業 の 実 施 状 況 （ＤＯ）

手法（該当番号を記入） 2

意図（ねらい）
事前評価の考え方

換地方式（減歩）により、公共施設を整備改善し、安全性、利便性、快適性の向上を図る。また、宅
地、公園、供給処理施設などを面的に総合整備し、宅地の供給と利用増進を図るとともに、市街化
を誘導し、経済、都市活動の活性化を図る。

成果指標

指 標 内 容 事 業 着 手 前 （ 現 状 ） 事 業 完 了 後 （ 目 標 ）

道路の整備、建物の移転、宅地等の造成
・歩道等未整備道路・狭小幅員道路
（28,545㎡）
・未接道農地が大多数

総合計画上の位置付け
71

概要
JR有年駅を中心とした市北部地域の新たな都市圏の拠点づくりと、良好な住宅地の確保を目指し
て、国道2号相生有年道路の整備と連携しながら、安全で快適な市街地の形成を図る。

対象
施行地区内に、土地所有者及び土地の借地権を有する者を対象に土地区画整理事業を実施す
る。　　　　　　（地権者数310名、地区面積55ha）

１　事 務 事 業 の 内 容 (ＰＬＡＮ)

事務事業名称
（土地区画整理事業）
有年地区　区画道路築造外工事

担当部署 建設部　区画整理課

令和２年度　事務事業評価シート （公共事業系）

主な増減理由

元年度決算と２年度決算の比較

２年度予算と３年度予算の比較 年度計画に基づく

年度計画に基づく



□ □

☑ ☑

□ □

□ □

☑ ☑

□ □

□ □

☑ ☑

□ □

□ □

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

３年度の取り
組み方針

４年度以降
の展開方針

部長の確認所見 関係機関と十分な調整を図りながら、事業の効率化と事業費削減に努めること。

今後の方向性

国道２号バイバス整備等、関連事業との調整を図り、整備効果が現れるよう効率的な事業進捗を図る。

国道２号バイパス整備後の道路の接続等、関連事業との調整を図り、整備効果が現れるよう効率的な事業進捗を
図る。

４　二　次　評　価　課長の評価 (ＡＣＴＩＯＮ)

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

１　減少 １　減少

１　減少

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

１　減少

１　減少 １　減少

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

今後の取り組み２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

１　減少 １　減少

換地処分 2

１　減少

2

１　減少

87% 事業進捗に配慮し、計画的に進める２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

コストの抑制に努め、効率的に進め
る

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

建物移転、立木等 2

１　減少

2

１　減少

道路築造工事、整地工
事等

2

１　減少

2

１　減少

73%

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

2

１　減少

３　事務事業に関する自己診断 ・ 一次評価 （ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ）

100% 指定変更等随時行っていく

有 効 性 （ 進 捗 率 ） 一次評価（担当者）による評価

１　減少

今後の方向性 国道２号バイパス整備工事の進捗に合わせ、関係機関との調整を図り、計画的に事業を推進する。

細事業又は実施内容 
事業費の効率性

Ｂ／Ａによる事業費の増減
（該当番号を記入）

執行体制の効率性
Ｃ／Ａによる人件費の増減

（該当番号を記入）

仮換地指定 2
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### ### ###

□ １  直営 □ ２　一部委託 □ ３　全部委託 ☑ ４　補助金 □ ５　負担金

16 年度 ～ 9 年度

一般職員:人日数

技能職員:人日数

臨時職員:人日数

２年度予算と３年度予算の比較 年度計画に基づく

年度計画に基づく

令和２年度　事務事業評価シート （公共事業系）

主な増減理由

元年度決算と２年度決算の比較

１　事 務 事 業 の 内 容 (ＰＬＡＮ)

事務事業名称
（土地区画整理事業）
野中・砂子土地区画整理組合支援事業

担当部署 建設部　区画整理課

総合計画上の位置付け
71

概要

ＪＲ赤穂駅の北東約１ｋｍに位置するとともに、ＪＲ坂越駅に近接しているため本地区は、急速に住宅地として市街
地が進行しているが、道路・公園などの都市基盤が未整備である。このため道路・公園などの都市基盤施設の整
備改善と宅地の利用増進を図り、健全な市街地を創出するため土地区画整理事業を施行する。

対象
施行区域内の土地所有者が、土地区画整理組合を設立し、土地区画整理事業を施行する。
施行面積Ａ＝４５．２ｈａ　組合員数363人

手法（該当番号を記入） 4

意図（ねらい）
事前評価の考え方

スプロール化を防止し、道路・公園等の公共施設が整備された安全で安心して暮らせる質の高い居住空間の整
備。
（西播都市計画事業　野中・砂子土地区画整理事業、事業計画書）

成果指標

指 標 内 容 事 業 着 手 前 （ 現 状 ） 事 業 完 了 後 （ 目 標 ）

道路・水路・公園の整備。
宅地の利用増進。

地区内には、数本の道路があるが幅員は狭い。
排水路は、農業用水をかねている。地区内に公
園はない。道路に面していない宅地が多い。

３ ０ 年度 実績 元 年 度 実 績 ２ 年 度 計 画 ２ 年 度 実 績

都市計画道路等の整備総延長15,559m。幹線水
路の整備総延長1,354m。公園の整備総面積
28,650㎡。全ての宅地が道路に面する。

始期・終期

２　事 務 事 業 の 実 施 状 況 （ＤＯ）

３ 年 度 計 画

（組合の実施内容）
組合運営・事業計画

令和９年度

細事業又は実施内容  A 目標値（年度）

測量等 令和９年度 街区点測設一式 街区点測設一式 街区点測設一式 街区点測設一式

修正設計一式 実施設計一式 実施設計一式

街区点測設一式

換地計画・換地処分 令和９年度

実施設計一式

区画道路外築造工事 令和８年度 築造工事363m 築造工事112m 築造工事124m 築造工事124m 築造工事47m

区画道路外実施設計 令和７年度

物件移転補償 令和８年度 建物・工作物一式 工作物一式 建物・工作物一式 建物・工作物一式 建物・工作物一式

直接事業費　 単位：円 ３０年度決算 元年度決算 ２年度予算 ２年度決算 ３年度予算

土地区画整理事業補助金（通常費）市負担金

29,100,000 51,600,000

街路等活力基盤整備事業負担金 6,600,000 2,500,000 6,000,000 4,684,000 10,000,000

都市再生推進事業補助金 109,650,000

組合等資金貸付金

133,650,000 65,400,000

市単独事業 669,600 5,216,700 11,200,000

計 116,919,600 141,366,700 82,600,000

7,275,705 900,000

41,059,705 62,500,000

財源内訳

国県支出金 36,550,000 44,550,000

その他 4,100,000

21,800,000 9,700,000 17,200,000

地方債 71,600,000 80,100,000 51,300,000 25,300,000 39,900,000

一般財源 8,769,600 12,616,700 9,500,000 6,059,705 5,400,000

直 接 事 業 費 総 額 Ｂ 116,919,600 141,366,700 82,600,000 41,059,705 62,500,000

人件費：人日数　

528 528 504 504 504

72 72

10,015,200

51,074,905 72,515,200

10,015,200

72

127,441,200 151,895,500 92,615,200

10,015,20010,521,600 10,528,800

72 72

人 件 費 総 額 Ｃ

総 事 業 費 計



□ □

☑ ☑

□ □

□ □

☑ ☑

□ □

□ □

☑ ☑

□ □

□ □

☑ ☑

□ □

□ □

☑ ☑

□ □

□ □

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

３年度の取り
組み方針

４年度以降
の展開方針

今後の方向性 委託料、工事費等の削減に努め、区画整理組合へ最適な技術的援助を行う。

細事業又は実施内容 
事業費の効率性

Ｂ／Ａによる事業費の増減
（該当番号を記入）

執行体制の効率性
Ｃ／Ａによる人件費の増減

（該当番号を記入）

（組合に実施内容）
組合運営・事業計画

2

１　減少

100%

有 効 性 （ 進 捗 率 ） 一次評価（担当者）による評価

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

2

１　減少

３　事務事業に関する自己診断 ・ 一次評価 （ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ）

換地設計等 2

１　減少

2

１　減少

97%
未指定区域の事業への合意形成を
図る

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

換地計画・換地処分 2

１　減少

2

１　減少

今後の取り組み２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

区画道路実施設計 2

１　減少

2

１　減少

95%
未指定区域の事業への合意形成を
図る

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

区画道路外築造工事 2

１　減少

2

１　減少

76%

93%
コスト抑制に努め、円滑に計画的に
進める

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

１　減少

物件移転補償 2

１　減少

2

１　減少

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

事業進捗に合わせて計画的に進め
る

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

１　減少 １　減少

１　減少

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

４　二　次　評　価　課長の評価 (ＡＣＴＩＯＮ)

今後の方向性

関連事業（下水道事業等）と調整し、効果的な事業進捗を図る。

コスト抑制に努め、組合運営を行っていく。

部長の確認所見 円滑な事業推進に向けて、組合員に分かりやすい説明、説得と、効率的な事業運営を誘導するよう支援を行うこと。
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### ### ###

□ １  直営 □ ２　一部委託 □ ３　全部委託 ☑ ４　補助金 □ ５　負担金

18 年度 ～ 5 年度

一般職員:人日数

技能職員:人日数

臨時職員:人日数

人 件 費 総 額 Ｃ

総 事 業 費 計

72

59,564,320 58,733,789 29,117,600

9,117,6009,609,600 9,616,800

72 72

7,771,200

29,117,600 15,021,200

9,117,600

人件費：人日数　

480 480 456 456 384

72 72

直 接 事 業 費 総 額 Ｂ 49,954,720 49,116,989 20,000,000 20,000,000 7,250,000

一般財源 5,854,720 5,016,989 2,000,000 2,000,000 1,850,000

地方債 44,100,000 44,100,000 18,000,000 18,000,000 5,400,000
財源内訳

国県支出金

その他

計 49,954,720 49,116,989 20,000,000

20,000,000 6,000,000

1,250,000

土地区画整理事業補助金 49,000,000 49,000,000 20,000,000

20,000,000 7,250,000

市単独事業 954,720 116,989

直接事業費　 単位：円 ３０年度決算 元年度決算 ２年度予算 ２年度決算 ３年度予算

物件移転補償 平成３０年度 建物・工作物等一式

区画道路外築造工事 令和２年度 築造工事912m 築造外工事 整地外工事 整地外工事

区画道路外実施設計 平成２９年度

換地計画・換地処分 令和４年度 換地計画

測量等 令和２年度 街区点測設一式 街区点測設一式 街区点測設一式 街区点測設一式

３ 年 度 計 画

（組合の実施内容）
組合運営・事業計画

令和５年度
変更事業計画書
作成外一式

細事業又は実施内容  A 目標値（年度） ３ ０ 年度 実績 元 年 度 実 績 ２ 年 度 計 画 ２ 年 度 実 績

幹線・区画道路等の整備総延長6,878m。幹線水
路の整備総延長1,489m。公園の整備総面積
6,700㎡。すべての宅地が道路に面する。

始期・終期

２　事 務 事 業 の 実 施 状 況 （ＤＯ）

手法（該当番号を記入） 4

意図（ねらい）
事前評価の考え方

スプロール化を防止し、道路・公園等の公共施設が整備された安全で安心して暮らせる質の高い居住空間の整備。
（西播都市計画事業浜市土地区画整理事業、事業計画書）

成果指標

指 標 内 容 事 業 着 手 前 （ 現 状 ） 事 業 完 了 後 （ 目 標 ）

道路・水路・公園の整備。
宅地の利用増進

地区内には、東西２本、南北３本の市道がある
が、いずれも幅員狭小である。排水路は農業用
水を兼ねている。地区内に公園はない。道路に
面していない宅地もある。

総合計画上の位置付け
71

概要

本地区は、ＪＲ坂越駅の北東側に位置し、現道を利用した住宅地の立地が目立ち、このままでは計画的な土地利用及び地区内
の交通処理に支障をきたすおそれがある。また、平成１６年度には、新坂越橋を含め国道２５０号の都市計画決定が行なわれた
ことから、道路・公園などの都市基盤施設の整備改善と宅地の利用増進を図り、健全な市街地を創出するため土地区画整理事
業を施行する。

対象
施行区域内の土地所有者が、土地区画整理組合を設立し、土地区画整理事業を施行する。
施行面積２２．２ｈａ　組合員数103人

１　事 務 事 業 の 内 容 (ＰＬＡＮ)

事務事業名称
（土地区画整理事業）
浜市土地区画整理支援事業

担当部署 建設部　区画整理課

令和２年度　事務事業評価シート （公共事業系）

主な増減理由

元年度決算と２年度決算の比較

２年度予算と３年度予算の比較 年度計画に基づく

年度計画に基づく



□ □

☑ ☑

□ □

□ □

☑ ☑

□ □

□ □

☑ ☑

□ □

□ □
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３年度の取り
組み方針

４年度以降
の展開方針

部長の確認所見
換地処分に向けて、組合員に対し分かりやすい説明、説得と、保留地処分など効率的な事業運営を誘導するよう支援を行うこ
と。

今後の方向性

換地処分に向けての事務を実施する。

換地処分を適正に行う、同時に事業終結に向け保留地処分などの課題に取り組む。

４　二　次　評　価　課長の評価 (ＡＣＴＩＯＮ)

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

１　減少 １　減少

１　減少

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

１　減少

物件移転補償 2

１　減少

2

１　減少

100%

100%２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

区画道路外築造工事 2

１　減少

2

１　減少

区画道路外実施設計 2

１　減少

2

１　減少

100%

今後の取り組み２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

道路整備に合わせて街区点設置を
行う

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

換地計画・換地処分 2

１　減少

2

１　減少

換地設計等 2

１　減少

2

１　減少

100%

２　変化なし ２　変化なし

３　増加 ３　増加

2

１　減少

３　事務事業に関する自己診断 ・ 一次評価 （ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ）

100% 事業計画を随時変更していく

有 効 性 （ 進 捗 率 ） 一次評価（担当者）による評価

１　減少

今後の方向性 換地処分に向けての事務及び保留地処分に努める。

細事業又は実施内容 
事業費の効率性

Ｂ／Ａによる事業費の増減
（該当番号を記入）

執行体制の効率性
Ｃ／Ａによる人件費の増減

（該当番号を記入）

（組合の実施内容）
組合運営・事業計画

2
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### ### ###

□ １  直営 □ ２　一部委託 ☑ ３　全部委託 □ ４　補助金 □ ５　負担金

☑ １  自治事務（任意的事業） □ □

H30 年度 ～ 年度

３０年度実績 ％

元年度実績 ％

２年度計画 - ％

２年度実績 ％

３年度計画 - ％

一般職員:人日数

技能職員:人日数

臨時職員:人日数

主な増減理由

元年度決算と２年度決算の比較

２年度予算と３年度予算の比較

有年駅前レンタサイクル事業開始に係る初期費用の減

経費縮減による歳出減

1,690,000

1,444,800

3,134,800

直 接 事 業 費 総 額 1,289,008 1,735,140 1,716,000 1,606,191

12

人件費：人日数　

令和２年度　事務事業評価シート （市民サービス系）

１　事 務 事 業 の 内 容 （ＰＬＡＮ）

事務事業名称 レンタサイクル事業 担当部署

総合計画上の位置付け
71

建設部　区画整理課

対象 市民、観光客、坂越駅有年駅の利用者等

手段（方法） レンタサイクル事業を運営する。

手法（該当番号を記入） 3

意図（ねらい） 有年駅及び坂越駅周辺の活性化のため、市民、観光客、駅利用者等の利便性の向上を図る施設の管理運営を行う

実施の必要性
（該当番号を記入）

1 ２  自治事務（義務的事業） ３  法定受託事務

根拠法令・条例等 レンタサイクル事業実施要綱

その他実施の根拠

始期・終期

到達目標
（根拠数式・数値又は文章）

達成状況

達成状況

２　事 務 事 業 の 実 施 状 況 （ＤＯ）

単年度目標
（達成状況）

坂越駅前レンタサイクル事業開始 達成状況

有年駅前レンタサイクル事業開始 達成状況

達成状況

872台 670台

細事業又は実施内容  目標値（年度） ３ ０ 年 度 実 績 元 年 度 実 績 ２ 年 度 計 画 ２ 年 度 実 績

184,500 264,900 210,000 261,600

３ 年 度 計 画

坂越駅前　利用台数 615台 883台 700台

200,000

有年駅前　利用台数 50台 130台 47台 40台

　　　　　　　利用料

12,000　　　　　　　利用料 39,000 14,10015,000

直接事業費　 単位：円 ３０年度決算 元年度決算 ２年度予算 ２年度決算 ３年度予算

1,392,600 1,393,000

38,786 52,000

坂越駅前レンタサイクル事業　委託料 1,279,908

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他経費 9,100 180,624 68,000

1,379,940 1,393,000

有年駅前レンタサイクル事業　委託料 146,355 161,000

1,606,191 1,690,000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他経費 28,221 94,000

141,568 160,000

33,237 85,000

計 1,289,008 1,735,140 1,716,000

財源内訳

国県支出金 579,000

その他 279,900

767,000

地方債

212,000

一般財源 1,289,008 876,240 1,467,000 563,491 1,478,000

72

12 12 12 12

249,000 275,700

3,050,991

727248 72

人 件 費 総 額 993,600

総 事 業 費 計 2,282,608 3,185,940 3,160,800

1,450,800 1,444,800 1,444,800

投 資 臨 時 経 常投 資 臨 時 経 常投 資 臨 時 経 常



下の該当番号を記入

☑

□

下の該当番号を記入

□

☑

下の該当番号を記入

□
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下の該当番号を記入　※複数可 2

□
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４　事務事業の見直し提案  一次（担当者）評価 （ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ）

５　二 次 評 価　　課 長 の 評 価 （ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ）

□

□

☑

□

３年度の取り組み方針

執行体制の効率性

下の該当番号を記入　※複数可

 ４　再任用、臨時職員で補完できる

 ５　専門的な知識や技能を要する事業について、適切な研修を受ける時間が確保できている

４年度以降の展開方針

積極的なＰＲ活動を行い、利用促進に努める。

利用促進に努めながら、有年駅、坂越駅周辺の活性化を図る。

有効性

上位施策（総合計画の施策の展開）への貢献度：下の該当番号を記入

理由等所見欄

２　上位施策の目的達成のために他の事業では代替できない単独の目標を持っている

３　現在は上位施策への貢献度は大きくないが、中長期では貢献度が増加する見込みである

１　当該事業の成果が上位施策へ明確に貢献している

 ３　現在の定数を減らした場合、大きな影響がある

理由等所見欄

 １　業務の見直し等により、経済性、効率性を考慮して総コストを削減できる余地がないほどのコスト水準になっている

 １　事業に関する事業改善、作業効率の向上に努めている

有年駅及び坂越駅周辺の活性化のため、利用者のニーズに合わせた事業展開を目指す

右の該当を選択

次年度予算への
見直し方針

事業費の効率性

理由等所見欄

□  ２　個人、家庭、地域、他の公共団体等で対応しうる可能性がある

☑  ３　民間委託等で対応しうる可能性がある

目標達成度

2

１　法的に行政職員が行うべき事業、又は行政の専門知識・技術が必要な事業

２　他に有効な手段を考えうる事業 ⇒ ⇒⇒⇒⇒ 下の該当番号を記入 3
手段の妥当性

2 理由等所見欄

３　事 務 事 業 に 関 す る 自 己 診 断 (ＣＨＥＣＫ)

事務事業遂行上の課題 レンタサイクル利用者の拡大

市民のニーズ ・ 満足度

連携事業 有年土地区画整理事業、野中・砂子土地区画整理事業、浜市土地区画整理事業

関連事業

対象の妥当性

1 理由等所見欄

１　受益者は妥当である

２  受益者の範囲に検討余地あり

市の関与の妥当性

2 理由等所見欄

１　市が直接実施するように法律、法令等で義務づけられている

２　法律、法令等では義務づけられていない ⇒⇒ 下の該当番号を記入 2
□  １  公共性が高く、行政以外ではサービスの提供が困難な事業

☑  ２　市民、他の自治体等でも条件整備によってサービスの提供が可能であるが、市が実施している事業

□

４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　）

 ２　外部委託や経済的な手段の選択等、できる限りコスト削減の工夫をしている

 ３　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ３  公共性が高いが、行政以外の団体等でサービス提供している事業

□

今後の方向性

□  ４  個人、家庭、地域、他の公共団体等で実施すべき事業、あるいはサービス提供が可能な事業

□  ５　現在、市が実施しているが関与の必要性が低い事業、あるいは民間等でサービス提供している事業

関連部課等との協議状況

事務事業実施による
成果と課題

業務委託により、民間のノウハウを活用した運営を行っている

 １　定型的、一般的、一時的な作業について、再任用、臨時職員等で対応しうる可能性がある

部長の確認所見 費用対効果を意識し、利用拡大に努めること。

上位施策（総合計画の
施策の展開）への貢献度

下の該当番号を記入 3

右の該当を選択 2

 ２　事業の進行管理について、確認やチェックを定期的に行っている

有年駅前レンタサイクル事業については、有年駅、総合案内とともに管理を委託することにより、経費節減に努めている

１　当該事業の成果が上位施策へ明確に貢献している

２　上位施策の目的達成のために他の事業では代替できない単独の目標を持っている

３　現在は上位施策への貢献度は大きくないが、中長期では貢献度が増加する見込みである

関連部課

４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今後の方向性


